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ま　え　が　き

　近年，核家族化や都市化の進行といった社会やライフスタイルの変容を背景に，家
庭や地域の教育力の低下が指摘されています。このような中にあって，家庭科教育で
は，生涯の見通しをもって，よりよい生活を追求する実践力や，生活における自立と
ともに，他者と共に生きるための知識と技術の習得，食育や消費者教育など社会の変
化に対応できる力の育成などが求められています。

　このような課題を踏まえ，新しい学習指導要領「家庭」については，実践的・体験
的な学習活動を通して，家族と家庭の役割，生活に必要な衣，食，住，保育，消費等
に関わる知識や技術を習得するとともに，それらを活用して課題を解決するために工
夫し創造できる能力と実践的な態度の育成を重視して改訂を行いました。

　具体的には，高等学校の共通教科「家庭」の科目について，従前の「生活技術」を
改編し，新しく「生活デザイン」を設け，実験・実習等の体験学習を重視し，衣食住
の生活文化に関心をもたせ，生涯を通して健康や環境に配慮した生活を主体的に営む
ことができる科目としました。また，「家庭基礎」，「家庭総合」についても，人の一
生を見通しながら自立して生活する能力や異なる世代とかかわり共に生きる力を育て
ることなどを重視して改善を行いました。

　本書は，このような新しい学習指導要領を踏まえた家庭科の指導を行うに当たって，
参考となる考え方や図表・写真・ワークシート等の資料などを収録しました。
　各教育委員会及び各学校において，本書が積極的に活用され，家庭科教育の一層の
充実が図られることを期待しています。
　最後に，本書の作成に当たり，多大なご協力をいただいた協力者ほか関係の方々に，
心から感謝申し上げます。

　　平成 25 年３月
� 文部科学省初等中等教育局長　　
� 布　村　幸　彦　　
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